


    
    


    




        最後にアイという一人の少女の話をして、この講演を終わりにします。
今から５年前、君たちと同じ中学校３年生の一人の少女から電話が入った。
正確には一人の少女のお母さんからの電話だ。

母「先生、うちの子、シンナーやってます」
母「中３です。覚せい剤もやっています」
母「助けてください･･･」

私は、彼女の家まで、その日の夜１１時に訪ねていった。
しかし、彼女は家にいなかった。
母親と二人で彼女の帰りを待っていた。
そして、夜中の２時、彼女は帰ってきた。
中学３年生の女の子が夜中の２時に帰ってきたんだよ！
シンナーの匂いプンプンさせて帰ってきた。

私は彼女を朝まで話をして、何とか説得して、病院に連れて行きました。
こうやって説得しました。

「いいかい、アイちゃん」
「薬物はな、一回使うと治ることのない病と呼ばれているんだ」
「何でかわかるか？」
「薬物は１回１回の乱用が脳や神経系を直接壊す」
「壊れた脳や神経系は二度と元には戻らない」
「だから薬物は１回やったら治らないと言われている」
「一緒に病院に行って、CT（脳の断面撮影）でダメージ調べて一緒に戦おう」

病院に連れていってCTを撮りました。
たった３ヶ月のシンナー、たった5回の覚せい剤でアイの脳は、外側の８％が溶けていた。
（８０歳台の高齢者の脳と同じです）

それ以上に困った事がアイの身には起きていた。

アイは雑巾と呼ばれた少女だった。
中学２年の７月７日、暴走族の七夕集会をおもしろ半分で見に行った。
そこで先輩たち１５人、先輩たち７人に暴行された。


その事件でアイの中で、ある一線がキレちゃったんだ。

「私のカラダ汚れた」
「どうせもう幸せになれないんだ」と。

先輩たち１５人の雑巾。
先輩たちから、
「アイ、バイク修理する金ない」
「シンナー吸う金ない」
「覚せい剤、買う金ない」

「アイ！カラダ売ってこい！」

そうしてアイは、４５人の中高年の男にカラダを売らされていた。
しかもアイは、コンドームをまったく使っていなかった。

アイを弄ぶ大人たちは、

“外で出せば大丈夫”
“中学生は妊娠しない”

と言う。

すべて嘘だ！！

アイは、いろんな性感染症に感染していた。
調べられることはすべて調べた。
エイズの検査もした。

一週間後に結果が出た。
その結果は、「HIV+（プラス）」陽性である。

中学校三年生でだ。
その後のアイは壮絶だった。

アイは、家出をした。
長距離トラックの運転手さんに
「おじさん、私のカラダあげるから、どこかに連れて行って！私、中３よ！」
と話しかけ、西は京都から東は盛岡まで転々としていった。

行った先々から私に電話がかかってくる。


アイ「先生！」
私「アイ、今どこにいる？」
アイ「アイ、今、一人で修学旅行」
私「戻っておいで」
アイ「まだやだ。まだやだ。まだ足りない」
アイ「先生、この間の電話から何日たった？」
私「ちょうど２週間、１４日」
アイ「先生、わたし３９人に復讐したからね」

その時のアイにとって、生きるとは、中高年にもらったＨＩＶを一人でも多くの中高年の男にうつし返すことだった。

アイに言いました。

私「いいかい、HIV（エイズ）は戦える病気だ」
「お前が感染したウィルスは治療薬が効きやすい型のウィルスなんだ」
「お前は一生、生きれるんだよ」
「結婚もできる。子供も生める」
「エイズが発症しそうになったときに強い薬を使うから、その時、副作用は出る」
「そのときだけは、戦わなければいけない」
「でも戦いながら生きて、完全な治療薬の出現を待てる」
「でもHIVには治療薬の効きにくい型もあるんだ」
「もしそうなったら、おしまいなんだよ」
「先生は知ってるぞ」
「ＨＩＶ告知を受けた男たちが最初にやることは夜の街に出て、できるだけ若い女性を買ってうつそうとすることだ」
「お前と同じ発想の男がいることを忘れるな！」

これが命取りになりました。
８ヶ月間の家出の間で、あと２種類の対抗できない型のHIVウィルスにアイは感染していた。

そんなアイは、８ヵ月の家出の後、実家には帰らず、私の施設に戻ってきて２ヶ月、一緒に暮らして、心のケアをして、体のケアをして、夜間高校にその年に入りました。

夜間高校に通ううちに
「どうしてもあの制服が着たい、あの学校に行きたい」という希望を持ち、
そして、アイは一年遅れで、その希望の高校に入りました。
全日制の高校です。

そして高校を卒業したら私を手伝うのがアイの夢でした。
でも、それは叶いませんでした。

今から２年前の１２月、エイズ発症。
発症後は１２月・１月・２月とアイの病院に毎週のように会いに行った。

その私が翌年の４月、病室に入れなくなっていた。
アイがどんどん変わっていく。
辛かった。辛くて病室の中には入れなかったんだ。

５月の連休の頃には、
「今日こそ、アイに会いに行こう」と、
東京の病院に車を走らすけど、アイの姿を想像してしまい、途中でＵターンして戻ってしまっていた。
情けないが、もう辛かったんだ。

そんな５月の連休の後、アイの担当の医師から電話がかかってきた。
「頼むから来てやってくれ」
「アイちゃん毎日、『先生、明日は来るよね？来るよね？』って泣いてるんだ」
「アイちゃんのちっちゃな明日には、あんたが必要なんだ」

翌日、朝一番で車を飛ばしました。
駐車場の一番、離れたところに車を止め、
病院の庭を突っ切って５階の病室まで２段飛ばしで走って行って、
何にも考えず、ドアノブをポーンと開けて飛び込んだ。

でも、言葉にならなかった。
５０ｋ近くあったアイの体重は、２０ｋ台前半、顔はガイコツ、体は枯れ枝。
体中斑点だらけ、真っ黒い唇、真っ黒く縁取られた目。
その目がうれしそうに僕の顔を見ていた。
私は、ベッドの脇で顔をふせって泣いていた。

（アイの腕は、もうその時、自分の力では持ち上げられなかったんだ）
持ち上げられない手をベッドの上を這わしたんです。
何分も何分もかけて這わしたんです。
私の頭に近づけると小指で一生懸命、私の頭を撫でて、
「いい子、いい子、先生、泣かないで」
と言っているつもりだったのでしょう。

そこから、また何分も何分もかけて私の手の上に
その小枝のような手を添えてきた。
その手を抱きしめたら、アイがこう言ったんです。

アイ「先生、お願いがあるの。聞いてくれる」
私「いいよ、アイ、何でも聞いてやる」
アイ「先生、これからも講演やるよね」
私「うん、やるよ」
アイ「じゃあ、先生、すべての講演でアイの事、話して！」
「アイっていうバカな子がいて派手な格好、派手な化粧に憧れ、夜の世界に憧れ、派手な格好、派手な化粧で、夜の世界に入って、騙され、汚され、体売らされ、ＨＩＶにされ、エイズで苦しんで、死んでいったって伝えて」

「人の美しさは、見た目の格好なんかじゃない！」
「美しさは、人の行いと心だと！」
「夜の世界は嘘の世界」
「そんな世界に幸せなんかない！って伝えて」

アイ「私の話、聞いて、夜の世界から、昼の世界に戻る子、一人でも出たら、私がこの世で生きた意味があったってことになるよね」
「私の話、聞いて昼の世界から、夜の世界に行かない子、一人でも出たら、あの世に行ったら、神様が『アイちゃん、よくやった』って褒めてくれるよね」
「こんなこと、先生にしか頼めない」
私「いいよアイ、全部話してやる」

その日から毎週のように病院に行っていた。

運命の日がきたのは７月１３日だった。
担当の医師から電話があった。
「明日の午後からモルヒネを投与します。意識が混濁します」
「２ヶ月で眠るように亡くなります」
「明日の午前中、意識がはっきりしているうちにお別れをして欲しい」

医師に頼んで僕は、その日の夜にアイの病室に行った。
ビックリした。
アイが選んだ最後のお別れの服装は大好きだった高校の制服。
だぼだぼの制服を看護師長さんがまつり縫いで合わせてくれていた。
体中の斑点は若い看護師さん４人と、一緒にお風呂に入って綺麗に洗ってもらって、ファンデーションとおしろいで唇も目の周りも白く塗りつぶしてもらって、淡いお化粧もしてもらっていた。

でも、会った瞬間、話なんかできなかった。
頭なでて泣き、手握って泣き、最後には、おでことおでこ、
目と目をくっつけて泣いて泣いて、泣き尽くした。

そうして夜が明け、午前８時ちょっと前に、お母さんとお父さんとお姉さん、家族全員がそろった。
みんな一緒です。頭を撫でて泣き、手を握って泣き、みんなで泣いて泣いて、泣き尽くして･･･

医師は、それ以上、その光景を見ていられなかったんでしょう。

１１時ちょっと前、いや、ちょっと過ぎかな

「アイちゃん、お休みしようか」と医師が言った。

そして、アイが「うん」と言った。

「皆さんいいですか」って言われて、我々も「はい」と言うしかなかった。

そしてアイにモルヒネが投与されました。

アイの最後の言葉は、

「おとうさん、ありがとう」
「おかあさん、ありがとう」
「おねえちゃん、ありがとう」
「先生、ありがとう」

だった。

でもアイはモルヒネで死ねなかった。
９月に規定量のモルヒネを打っても死ねない。
なぜかって、アイの体は、一生懸命、生きようとしていたんです。

モルヒネの効力が切れると「ウォーウォー」って身をよじる。
そのたびに関節が抜けていくんです。筋肉がないから

痛いだろって肩の関節を入れてやっていると、股関節まで抜けていく。
最後は包帯とタオルケットと毛布で体中ぐるぐる、ミイラのようになっていた。
発作が起きたら、抑えてやることしかできなかった。

そんな中、アイは２年前の１０月１５日未明に息を引き取りました。

「ご臨終です」
と医師の一言に、お父さんの言った”ひとこと”がきつかった。

「よかったなぁ、アイ、やっと楽になったな」

わかるかい？
自分の愛する子に死なれて、「よかったなぁ」としか言えないお父さんの無念さ･･･悲しさ･･･

アイはね、目をかっと見開いて、ひたすら先生に訴えて死んでいった。

喋りたかったんだろう、でも舌が抜けて喋れなかった。
いくら舌を入れてやっても入っていかなかったんです。

アイの目、何て言っていたと思う。
「先生、助けて、助けて。死にたくない」
「助けて、生きたい、生きたい、生きたい」
でも生きられないのです。

アイは、驚いた目をして死んでいった。
「何で私が死ななきゃいけないの。」と

みんな覚えとけ、アイの落ちた穴は、今の日本では、ごく当たり前の穴だ。
お前たちが、ある種の大人たちの住む夜の世界に、いい格好をして入ってくれば、お前たちの足元には、その穴が必ず大きな口を開けて待っています。

いいかい、本来、人は太陽の下で生きる動物です。
太陽の下で生きていきなさい。

いかに今が辛くても、その辛さを一人でも多くの大人に訴えなさい。
必ず助けてくれる人間がいる。

人はやさしいすばらしい存在です。
いいですか、どんなに辛くても、明日は来る。
生きてさえいれば、明日は来る。
生きることだけは、やめないでほしい。
そう思います。

残念ながらこれから中学生・高校生が沢山、死んでいく時代が始まりつつある。
私のところに来ている投稿を見て、想像がつきます。

でも私の話を聴いた子供たち、まずは、その子供たちには一人も死んで欲しくない。
辛いときは、まず私を頼って結構です。
周りの先生を頼って結構です。
周りの先生が役立たずなら、私に連絡をください。

いろんなところで「私は辛い！厳しいんです！」ってやりなさい。

この中でリストカットをしている子がいたら、隠れてやるな！
“絶対に隠すな！”リストカットは隠しちゃいけない。
そうすれば必ず周りに動きが出て、助けてくれる人間が出てきてくれるはずです。

いいかい、子供たち覚えとけ、「救い」は求めなければきません。

君たちに私が望むのは、ただ一つ
「生きていてください。生きていてくれてありがとう」

ただ生きてさえいれば、明日はきます。
今日は、どうもありがとうございました。





OEBPS/image/cover-image.jpeg





